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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年12月25日(2014.12.25)

【公表番号】特表2014-530000(P2014-530000A)
【公表日】平成26年11月17日(2014.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-063
【出願番号】特願2014-531334(P2014-531334)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/21     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｋ  39/21    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月7日(2014.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ψ部位を欠き、サブタイプＤ　ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質をコードする、複
製欠損レンチウイルスパッケージ化ベクター。
【請求項２】
前記ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質が、ＨＩＶ－１　ＮＤＫのＨＩＶ－１　Ｇａ
ｇ－Ｐｏｌタンパク質である、請求項１に記載のベクター。
【請求項３】
前記ベクターが、配列番号：２のアミノ酸配列をコードしている、請求項２に記載のベク
ター。
【請求項４】
前記ベクターが、サブタイプＤ　ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質をコードするヌ
クレオチド配列を含むプラスミドである、請求項１から３のいずれか一項に記載のベクタ
ー。
【請求項５】
サブタイプＤ　ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質をコードするヌクレオチド配列を
、非ＨＩＶプロモーターの制御下でプラスミドに挿入し、パッケージ化ベクターを作製す
ることを含む、パッケージ化ベクターの製造方法。
【請求項６】
前記ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質が、ＨＩＶ－１　ＮＤＫのＨＩＶ－１　Ｇａ
ｇ－Ｐｏｌタンパク質である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
前記ベクターが、配列番号：２のアミノ酸配列をコードしている、請求項６に記載の方法
。
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【請求項８】
レンチウイルスベクターを用いて、サブタイプＤ　ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク
質をコードするパッケージ化ベクターを、細胞に投与することを含む、レンチウイルスベ
クター粒子の作製方法。
【請求項９】
前記パッケージ化ベクターおよびレンチウイルスベクターが、プラスミドである、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
前記細胞が、サブタイプＤ　ＨＩＶ－１　ＧａｇおよびＰｏｌタンパク質を一時的に発現
する、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
前記パッケージ化ベクターが、前記細胞のゲノムに組み込まれる、請求項８に記載の方法
。
【請求項１２】
前記ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質が、ＨＩＶ－１　ＮＤＫのＨＩＶ－１　Ｇａ
ｇ－Ｐｏｌタンパク質である、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
前記パッケージ化ベクターが、配列番号：２のアミノ酸配列をコードしている、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１４】
さらに、サブタイプＢ　ＨＩＶ－１　Ｇａｇ－Ｐｏｌタンパク質をコードする同じパッケ
ージ化ベクターよりも高い力価のレンチウイルスベクターをパッケージ化するパッケージ
化ベクターを選択することを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
請求項１から３のいずれか一項に記載のベクターを含む細胞。
【請求項１６】
前記ベクターが、前記細胞のゲノムに組み込まれる、請求項１５に記載の細胞。
【請求項１７】
サブタイプＤ　ＨＩＶ－１　ＧａｇおよびＰｏｌタンパク質を含むレンチウイルスベクタ
ー粒子。
【請求項１８】
前記のＧａｇおよびＰｏｌタンパク質が、ＨＩＶ－１　ＮＤＫのＧａｇおよびＰｏｌタン
パク質である、請求項１７に記載のレンチウイルスベクター粒子。
【請求項１９】
前記のＧａｇおよびＰｏｌタンパク質が、配列番号：２のアミノ酸配列をコードする核酸
配列を発現させることによって製造されるＧａｇおよびＰｏｌタンパク質である、請求項
１８に記載のレンチウイルスベクター粒子。
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